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2Kp-6 太 陽 光中 紫外 線に よる 染 色 布の変 退 色特 性

○ 今 泉麗　　 芳 住邦 雄

（ 共立 女 大・ 院 ）

被　　服

（目的）地球環境におけるフロンの増加による紫外線が増し、皮膚障害が危惧されている。本研究は、

太陽光を用いて染色布の日光堅ろう度を評価することを目的としている。染色物の変退色評価では、

促進試験として、従来より人工光照射が行われ、照射時聞 を指標として堅ろう度が評価されてきたが、

太陽光による吟味は不可欠と言える。太陽光中の紫外線量の照射エネルギー量を測定すると共に、そ

れによる変退色の度合いを定量的に解明することに主眼をおいている。

（方法）共立女子大学神田校舎屋上にてA 領域紫外線計MS-210A 型、B 領域紫外線計MS-210W 型を設

置し、1998 年５月1  4 日から７月１日までの期間、A 領域紫外線量、B 領域紫外線量を測定した。

同時に実験用標準染色布６種類をブルースケールと共に暴露し、一定時間ごとにミノルタ製色彩色差

計CR-200 型でその反射スペクトルを測定し、未暴露の試料布との色差を求めた。

（結果）Ａ領域紫外線の積算量に対する変退色の指標である色差の関係を求めた。いずれの試験布に

おいても、照射量の増加につれて､一様に、色差が増加することが認められた。

ブルースケールの特性は、1 級が堅ろう度は、最も低＜なっており、順次、級数が上がるにつれて、

退色し難くなることが認められた。しかし、ブルースケールの特性として言われているところの、級

の上昇につれて1 ／2 ずつ堅ろう度が増加することは認められなかった。２級以上は、そうした期待

よりも堅ろう性が高いと言える。標準染色布の堅ろう性をこうしたJ  I S ブルースケールの特性と照

合して級の判定を行なった。次の評価となった。C. |､Red-138,羊毛（3.9 級）,C. l.Acid Blue-62,羊毛

（4.0 級）,C. I､Brown-210,綿（6.3 級）,C. |.Red-243,綿（6.3 級）,C. |.BIue-200,綿（6.3 級）,C. |. Ac

id Red-215 ナイロン（7,5 級）。

2Kp-7 紅花赤色素カルタミンの耐光性改善の試み

（名古屋女子大学）　織田博則

目的　 最近天然色素に対する関心が高まっているが、いざ繊維への適用をはかる場合最も問題に

なるのは光に対する不安定性であり、その改善に関する研究が精力的に行われている。そこでこ

こでは紅花赤色素カルタミンの耐光性改善を目的として一重項酸素脱活性化剤の効果を検討した。

方法　 添加物は常法により合成した。メチレンブルー、ＤＡＢＣＯ、2,6-ジーt-ブチルーp-クレゾー

ル、紫外線吸収剤等添加物は市販品を精製して用いた。紅花赤色素カルタミンは市販品をそのま

ま用いた。色素の光安定性に及ぼす添加物の効果については酢酸セルロース中カーボンアーク灯

照射により退色挙動を追求した。

結果　作成した酢酸セルロースフィルムにカーボンアーク灯を照射することによる濃度の影響は

みられなかった。そこで5 ×lO-'M 濃度におけるカルタミンの光退色に及ぼす添加物の効果を検

討した。その結果カルタミンの光退色は一重項酸素増感剤の添加でわずかに加速され、自動酸化

防止剤の添加でわずかに抑制されたがその程度は小さい。それに対し一重項酸素脱活性化剤とし

て知られているＮＴＳの添加の系では退色は全くみられなくなった。しかしＤＡＢＣＯの添加で

はわずかな抑制しか示さなかった。また紫外線吸収剤の添加は初期においては優れているが長期

照射には問題がある。そこで紫外線吸収可能な一重項酸素脱活性化剤を各種合成し、その効果を

関連する化合物と共に検討した。その結果新規に合成した化合物のうち数種において優れた抑制

効果がみられたため、それらを紅花赤色素カルタミンの耐光性改善剤の１つとして提案する。
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